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しはじめに

海上保安庁水路吉11（海洋汚染調査室）では，東京

湾，大阪湾等の主要湾域における汚染物質の濃度分

布，外洋への拡散状況，経年変化等を把握するため，

表面海水及び海底堆積物Jを年一凶採取し， ilh分，

PCB，重金属などの調査を1972年から継続して行っ

てきている．現在，調査が行われている主要湾域と

測点位置を第 1凶に示す．

これまでの調査から，各湾域の表層海底堆積物に

おける汚染物質濃度の経年変化に着日してみると，

大部分のi与域において，調盗開始の1970年代初期

～1980年をど クに徐々に減少又は横ばいの傾向が

見られる（海洋汚染訴資報告， 1975 2000）.近年の

汚染物質濃度の減少又は横ばいの傾向は，海i芋汚染

及び海上災害の防止に関する法律（海津汚染防止

法），廃棄物の処理及び清掃に関する法律や水質汚濁

防止法等の法繋備により，環境中に新たに負荷され

る汚染物質が減少したためと考えられる．

近年の駿河湾海底堆積物中の汚染物質濃度の経年

変化を見てみると，大部分の調査項目は，他の湾域

と同様に，汚染物質濃度の減少又は横ばいの傾向を

示している．例えば，駿河j舎の観測定点 F1 6毎に
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おける，海庶堆積物中の油分濃度の経年変化（第 2

閃参照）と，調査年毎の Fl 6の平均j由分濃度の絞

年変化（第3閃参照）を見てみると，近年は，濃度

がほほ横ばい傾向で推移している．ところが，近年

の駿河湾海底堆積物中の PCB濃度の絞年変化を見

てみると，濃度の減少又は横ばいの傾向を示してい

なかった．駿河湾の観測定点 F1 6毎における，海

底堆積物中の PCB濃度の経年変化を第 4図に，ま

た誠是正年毎の F1 6の平均 PCB濃度の経年変化

を第5図に示す．第4函では，各illil点の PCB濃度が

1991年以降これまでの結果と異なる特異な傾向を示

している．第5図においては，この傾向をより明確

に見ることが出来る．駿河湾左比較するために，他

の主要湾域の表層海底堆積物中の PCB濃度の経年

変化を第6図に不す．

第4図と第6図から，駿河湾と異なり他の湾域の

表層海底堆積物中 PCB濃度は，近年ほほ減少又は

横ばい傾向にあることが分かる．この駿河湾の海底

堆積物中 PCB濃度レベルは，国の基準（底質の除去

基準） lOppm (micro g/g）と比較すると，数百分の 1

から数十分の 1の大変低い濃度レベノレであるもの

の，近年のこの PCB濃度の傾向には興味深いもの

がある．
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第 l図 主要湾域の海洋汚染調査における試料採取位置と測点番号

Fig. 1 The sampling location for the marine pollution investigation of the major bay areas in 

Japan. 

ところで， 1982年や1987年などに行われた柱状試

料の採取を伴う各湾域の重点、調査を，現在の汚染調

査時に実施するには，調査言ii甫Iの内容を根本的に見

直すか，またはルーチンの汚染調査を圧迫しない範

囲で行う必要がある．

そこで，通常の汚染調査の採泥実施時に，ノレーチ

ンの汚染調査を圧迫しない範囲で，表層海底堆積物

一一85

の採取と柱状試料の採取が同時に，しかも容易に実

施できる簡易コアサンプラー（岡野ほか， 2001）を

用いて，駿河湾海底堆積物の PCB調査に使用し，駿

河湾海底堆積物中の PCBについて若ニ｜二のデータが

得られたので報告する．
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駿河湾の各測点における表層海底堆積物中

の油分濃度の経年変化

Annual change of oil concentration in the 

surface sea bottom sediments at Suruga 

bay, Japan. 

2000 1975 

0.1 

1970 

第 2図

Fig. 2 

2000 

巳三~.g産両j持メー；；；…！ ....... 1...... ・・:・・・・・ 
........ ./. ..ーでヘ．.! ..... : ......... L …． .. ~ － .!::' 

1975 1980 1985 円90 19ヨ5
Investigation year 

駿河湾における調査年毎の表層海底堆積物

中の平均 PCB濃度の経年変化

Annual change of average PCB’s concen-

tration in the surface sea bottom sedi-

ments at Suruga bay, Japan. 

ロ3、
ミえ

~ 
仁＞

巴，，
f'.l 0.001 
(l_ 

。目0001

19l0 

10 

0.1 

0.01 

第 5図

Fig. 5 

t1い
1930 1955 聞知 1”ヨ

lnvesl igat ion year 

駿河湾における調査年毎の表層海底堆積物

中の平均油分濃度の経年変化

Annual change of average oil concentra・
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第3図

分析方法

海底堆積物中の PCB分析は海上保安庁水路部編

の海洋汚染調査マニュアルに従って行われた．分析

4. 2.使用した汚染調査データ

本報告で使用した過去の汚染調査のデータは，海

海洋汚染データ洋汚染調査室において作製された，

のフローチャー トを第7図に示す．ベースのデータを使用した． このデータベースには，

これまでに報告された海洋汚染調査報告
結果と考察5. 

(1975～2000）に記載きれたデータがほぼ全て収録

駿河湾の観測定点F6（水深2,882m）において採取きJ.'Lている．

海底堆積物中のした柱状試料の PCB分析結果を，

PCB 濃度鉛直プロファイルとして第8図に示す．第

0 -1 cm層でPCB濃度

の極大値を示し， 1-2 cm層から 6 7 cm！習にかけて

PCB 濃度の急激な減少が見られ， 6← 7 cm！脅から 9

lOcm層までは表層の約10分の l程度の低い濃度で

ほぽ一定となった．このことは，F6において 9-lOcm 

8図において測点 F6では，

試料採取

水路部所属の測量船「昭洋」（総トン数1,800トン）

によ って， 1997年 4月の航海時に駿河湾の測点 F6に

おいてス ミス ・マッキンタイヤ烈採泥器（SlVI採泥

マ：「『「~寸一
1980 19節 目伺

駿河湾の各測点における表層海底堆積物中

のPCB濃度の経年変化

Annual change of PCB’s concentration in 

the surface sea bottom sediments at 

Suruga bay, Japan. 

3. 

器） ・簡易 コアサンプラーにより柱状試料の採取を

1 cm毎にスライスした後に，陸上に持ち帰り，行い，

層から 6-7 cm 層までの海底堆積物が形成きれる期

間は， 海底堆積物中の PCB濃度が 0-1cm層の約10

分の1程度の低い濃度のものが形成していたが，

-86-
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このスライスした試料毎の PCB分析を行った．
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続的に，何処かより移動して来ているとも考えにく

い．水深2,800m以上もの海底て1第8図の PCBの

鉛直プロファイルを形成するほどに，底生生物に一7cm層が形成された時期以降に形成された海底堆

よって海底堆積物が撹乱されているとも考えにく

これまでの汚染調査から得ら第 8図の結果は，し、

積物中の PCB濃度は序々に高くなってきている．

比較的最近に堆積したと考えられる 0-1 cm層で

PCB 濃度が極大値を示すことは， れたデータを元にして作成した， ！駿河湾F6における

表層海底堆積物巾の PCB濃度経年変化阿（第 9図

参照）の1991年以降のPCB濃度の傾向や，駿河湾各

F6においてはj毎

底堆積物中の PCB濃度が，低い濃度レベルの範｜社｜

o. ¥ 

0.01 

｛々
回
、ご

d
b
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での事象であるが，近年増加している可能性を示し

ところで， PCBはその右・害性が明らかにな

り， 1972年に日本国内での製造が中止されているが，

PCBの製造禁止後も陸上域から海域に PCBが流

ている．

しか1998). 出していると言われている（橋本ほか，

0.001 しながら，測点 F-6においては，駿河湾湾口に位置し，

駿河湾 F6における表層海底堆積物中の

PCB）農度の経年変化

Annual change of PCB’s concentration in 

the sea bottom sediments at St. F6 in 

Suruga bay, Japan. 
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第 9図

比較的陸上域から離れて外洋に而していること，

しかも第8図の 6-7 cm層から 0-1 cm層にかけての

PCB 濃度の増大を説明山来る綜度の，継続的な陸上

域から F6付近への新たなる PCBの負荷は考えに
Fig. 9 
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くい．また比較的PCB濃度の高い海成堆積物が，6

ー7cml百が形成された時期を境に，急激に，しかも継
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測点、における表層海底堆積物中 PCB濃度の経年変 佐々 木康仁， f言l璽正勝，茂木由夫簡易コア

化図（第 4図参照）及び調査年毎の平均 PCB濃度経 サンプラーを用いた海底堆積物の採取，水路

年変化図（第 5図参照）の1991年以降の傾向でも， 昔日技報， 19,81 83, (2001) 

近年の表層海底堆積物中の PCB濃度が減少又は横 橋本俊也，柳哲雄，武両秀隆，高臼秀霊：東京湾の

ばい傾向を示していない結果乞支持していると考 PCB分布・堆積モデル，沿岸海洋研究， 36,

えられる． 1, 77-82, (1998) 

今後，駿河湾（F6）において，通常型のコアサン

プラーを用いて，より深い層までの海底堆積物の採

取・ PCB分析を行い， lOcm層以深lこPCB濃度の極

大ピークが存在すれば， 1980年頃に極大値を示して

いる駿河湾の表層海底堆積物中 PCB濃度の経年変

化図（第4図と第 5図参照）に合致し， 1991年以降

のPCB濃度の挙動をより明らかにできるものと思

われる．このことは，駿河湾における他の観測定点

についても同様のことが言える．今後とも，継続し

て駿河湾海底堆積物中の PCB濃度の変化には注目

していく必要がある．

6. まとめ

駿河湾の観測定点F6において，簡易コアサンプ

ラーを用いて柱状試料を採取し，試料を 1cm層毎に

スライスし，各スライス試料を PCB分析に供した．

測点目での柱状試料（ 0 lOcm層）分析結果から， F6

における PCB濃度の鉛直プロファイ Jレを明らかに

した.F6の鉛直プロファイルは，近年の汚染調査に

よる表層海底堆積物中の PCB濃度の傾向を支持す

るものであった．
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